
浦添市都市公園の管理運営に関する年度協定書(案) 
 

 浦添市長 （以下「甲」という）と 〇〇〇○○（以下「乙」という）とは、都市公園等の管理及び運

営に関する業務の実施について、締結した浦添市都市公園の管理運営に関する基本協定書(以下「基本協

定という」)に基づき、当該事業年度における協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 年度協定は、浦添市都市公園条例（平成17年浦添市条例第31号。以下「公園条例」という）第 

16条の規定により、指定管理者に指定された乙が行う都市公園の管理業務に関し、必要な事項を定め 

るものとする。 

 

（管理運営業務） 

第２条 甲は、公園条例第17条の規定に基づき、次に掲げる管理運営業務を乙に行わせる。 

(1) 事業計画書の作成及び提出 

(2) 公園条例第２条第１項に規定する行為の許可に関する業務 

(3) 公園条例第５条第１項及び第２項に規定する利用の禁止又は制限に関する業務 

(4) 公園条例第13条第１項及び第２項に規定する許可処分に関する業務 

(5) 公園条例第15条第６号に規定する届けの受理に関する業務 

(6) 公園条例第21条に規定する利用料の収受、減免及び返還に関する業務 

(7) 施設の管理に関する業務 

  管理に関する業務の詳細は、別記「管理業務仕様書」に定めるとおりとする。 

(8) 公園愛護会等の地域住民ボランティアの普及及び育成に関する業務 

(9) 自動販売機設置等の企画事業に関する業務 

(10)公園条例第23条に規定する事業報告書の作成及び提出 

(11)後任指定管理者への引き継ぎ 

(12)その他、施設の管理運営上必要な業務 

 

（期間） 

第３条 この協定の期間は、令和５年４月１日から令和６年３月３１日までとする。 

 

（指定管理料） 

第４条 甲は、乙に前条に定める事業年度の事業に係る指定管理料として、金〇〇〇,〇〇〇,〇〇〇円 

（消費税及び地方消費税〇〇,〇〇〇,○○〇円を含む）を支払うものとする。 

２ 前項の指定管理料は、次表に掲げるとおり、分割払いとし、乙からの請求により支払うものとする。 

なお、甲は請求があった日から14日以内に支払うものとする。 

 表 乙が請求する月と支払い指定管理料 

項 目 第１期目 第２期目 第３期目 第４期目 

請求する月   ４月初旬   ７月初旬 １０月初旬 １月初旬 

請求する額 〇〇千円以下 〇〇千円以下 〇〇千円以下 指定管理料の残額以下 

 

（指定管理料の精算） 

第５条 乙は、第４条の規定により支払を受けた指定管理料について、年度協定期間終了後２ヶ月以内 

に基本協定第16条第２項第４号による収支決算の結果、その要した費用が指定管理料の額に満たな 

い場合において、その差額が対価の額の１０％を超える部分は甲に返納するものとする。 

２ 基本協定第16条第２項第５号による収支決算の利益は、乙のものとする。  
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（契約保証金） 

第６条 浦添市契約規則（昭和55年1月30日浦添市規則第4号）第６条第１項8号に基づき免除する。 

   

（施設の維持補修等） 

第７条 基本協定書の別紙リスク分担表の施設・設備の損傷欄中の小規模なものとは、１件500,000円以 

 内の修繕をいい、甲が払う対価の範囲内において、乙が行うものとする。 

 

（年度協定の改定） 

第８条 第２条の規定に関し、事情が変更したとき又は特別な事情が生じたときは、甲乙協議の上、こ

の年度協定を改定することができる。 

 

（協議） 

第９条 この協定に関し、疑義が生じたとき又はこの協定に定めのない事項については、その都度甲乙 

協議して定めるものとする。 

 

 （特約条項） 

第10条 令和５年４月１日からこの契約が成立した時までの間に、乙が甲のために、甲の管理運営業務

として行った行為は、この契約に基づき行った行為とみなすものとする。 

 

この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲、乙、記名押印の上、各自その１通を保有する。 

 

令和５年４月１日 

 

 

 

甲 浦添市長  松 本  哲 治 
                         

 
乙               

 

 

（JV構成） ※共同企業体の場合 

 

住 所  

代 表 者  商 号  

氏 名  

 

住 所 

構成員   商 号 

氏 名  

 


